
解説

▶

旧
小
方
公
民
館

第 3 回  定 例 会

　総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
立
公
民
館
設
置
及
び
管
理
条

例
及
び
大
竹
市
立
公
民
館
使
用
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
小
方

公
民
館
を
廃
止
す
る
た
め
条
例
の
改
正

を
す
る
も
の
。
体
育
館
の
一
部
が
岩
国

大
竹
道
路
の
事
業
用
地
に
あ
た
る
こ
と

及
び
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
小

方
公
民
館
は
廃
止
し
て
体
育
館
部
分
は

解
体
し
、残
る
研
修
室
部
分
は「（
仮
称
）

地
域
福
祉
会
館
」
と
し
て
整
備
す
る
も

の
。

Ｑ
　
公
民
館
で
は
無
く
な
り
、
教
育
委
員

会
の
所
掌
を
離
れ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
、
子
育
て
、
地
域
の
課
題
解
決
等
に

つ
い
て
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
調
整
役
）

や
企
画
す
る
人
を
ど
う
育
成
し
、
ど
こ
に

配
置
す
る
の
か
を
問
う
。

Ａ
　
現
在
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
地
域
包
括
ケ

ア
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
介
護
保
険

制
度
の
枠
内
で
完
結
し
な
い
。
ケ
ア
を
通

じ
た
ま
ち
づ
く
り
で
も
あ
る
。
今
ま
で
の

社
会
教
育
活
動
に
も
通
じ
る
。
ま
た
、
地

域
の
住
民
自
身
が
地
域
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
市
民
自
治
の
考
え
方
も
必
要
で
あ

る
。
そ
の
推
進
の
た
め
に
各
中
学
校
区
へ

の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

を
進
め
て
い
く
。
そ
の
役
割
の
人
を
育
て

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
地
域
住
民

で
担
え
れ
ば
よ
い
が
、
行
政
の
職
員
が
担

う
可
能
性
も
あ
る
。

Ｑ
　（
仮
称
）
地
域
福
祉
会
館
は
、
社
会

教
育
、
生
涯
学
習
、
福
祉
等
、
多
方
面
で

活
用
し
て
い
く
と
い
う
話
し
だ
が
、
社
会

教
育
、
生
涯
学
習
分
野
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
は
ど
う
関
与
し
て
い
く
の
か
問
う
。

Ａ
　
総
合
市
民
会
館
の
職
員
が
中
心
と
な

り
、
地
域
課
題
な
ど
を
把
握
し
、
生
涯
学

習
講
座
の
充
実
や
課
題
の
解
決
に
向
け

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
調
整
役
）、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
き
た
い
。公
民
館
の
廃
止
・

改
修
は
、
大
き
な
行
政
課
題
で
あ
り
地
域

課
題
で
も
あ
る
。
現
在
、
公
民
館
で
活
動

さ
れ
て
い
る
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
、
地
元

自
治
会
、
地
区
社
協
等
の
方
々
と
意
見
交

換
し
、
繋
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。
今
ま

で
以
上
の
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
活
動
を

め
ざ
す
。

【
反
対
討
論
】

〇「
小
方
二
丁
目
で
は
会
長
を
通
じ
て
唯

一
、
大
竹
市
に
説
明
を
求
め
た
が
、
14
名

の
役
員
が
出
ら
れ
て
大
反
対
と
言
わ
れ
た
。

私
の
考
え
方
も
同
じ
で
あ
る
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
小
方
公
民
館
は
取
り
壊
し
て
跡
地
だ

け
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
改
修
が
起
爆

剤
に
な
れ
ば
、
高
齢
者
が
高
齢
者
を
見
守

る
と
い
う
時
代
に
即
応
し
た
施
設
が
で
き
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
」

【
そ
の
他
の
議
案
】

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

※

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

【
反
対
討
論
】

〇「
地
域
住
民
や
公
民
館
利
用
者
に
対
し

て
説
明
不
足
。
地
域
の
社
会
教
育
に
つ
い

て
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政
運
営
上

の
基
本
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
時
点
で
は
、

反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

〇「
教
育
委
員
会
に
於
い
て
も
、
社
会
教

育
の
理
念
に
基
づ
き
議
論
も
な
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
活
動
と
公
民
館
の
役
割
を
同
居
さ
せ
る

発
想
は
受
け
入
れ
が
た
い
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
公
民
館
が
地
域
福
祉
会
館
と
し
て
街

の
中
心
と
な
り
小
方
新
駅
の
設
置
運
動
と

併
せ
て
学
校
跡
地
利
用
を
含
む
亀
居
公
園

等
、
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
担
当
職

員
の
努
力
を
期
待
し
賛
成
」

〇「
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
に
も
貢
献

で
き
る
拠
点
と
し
て
の
方
針
を
示
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
加
え
て
ま
ち
づ
く
り
の

機
構
改
革
を
意
図
し
た
方
向
性
に
も
賛
同

す
る
」

　 

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ
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解説

延伸された南栄下白石線終点の様子
（平成28年10月19日現在）

第3回定例会は、平成28年9月6日～9月20日の15日間行われました。
詳細については、平成28年12月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページで録画中継もご覧いただけます。

　生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　主
な
審
査
内
容

●「
平
成
27
年
度
大
竹
市
水
道
事
業
会

計
決
算
」・「
平
成
27
年
度
工
業
用
水
道

事
業
会
計
決
算
」・「
平
成
27
年
度
公
共

下
水
道
事
業
会
計
決
算
」
認
定
に
つ
い

てＱ
　
３
会
計
と
も
黒
字
決
算
に
な
っ
て
い

る
が
、
人
件
費
は
特
に
水
道
会
計
で
減
少

し
て
お
り
、
職
員
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
と
の
懸
念
が
あ
る
。
ト
ー
タ
ル
的
な

人
数
も
減
っ
て
お
り
、
今
後
の
体
制
に
つ

い
て
考
え
を
問
う
。

Ａ
　
人
件
費
は
そ
の
年
度
に
い
る
職
員
の

給
与
に
よ
っ
て
変
動
す
る
。
平
成
27
年
度

で
は
水
道
会
計
の
職
員
数
を
減
ら
し
、
下

水
道
会
計
職
員
を
増
や
し
て
業
務
量
に
対

応
す
る
た
め
人
員
は
要
望
し
た
い
が
、
市

全
体
で
判
断
を
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

市
長
部
局
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
３
会
計
共
通
の
資
産
・
経
費
に
つ
い

て
、
例
え
ば
庁
舎
や
上
下
水
道
局
長
の
給

与
は
ど
の
よ
う
に
按
分
し
て
い
る
か
、
基

本
的
な
考
え
を
問
う
。

Ａ
　
３
会
計
で
相
互
に
関
連
す
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
負
担
割
合
に
関
す
る
基
準
を

設
け
て
対
応
し
て
い
る
。
庁
舎
は
平
成
６

年
に
建
設
し
、
当
時
は
水
道
事
業
、
工
業

用
水
道
事
業
の
２
事
業
で
あ
っ
た
た
め
約

半
分
ず
つ
の
負
担
で
建
設
し
て
い
る
。
下

水
道
事
業
は
平
成
18
年
か
ら
所
管
し
て
い

る
。
そ
の
際
に
当
時
の
会
計
別
職
員
配
置

数
に
よ
り
下
水
道
職
員
が
20
％
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
設
定
し
て
い
る
。

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
按
分
せ
ず
、

ど
こ
か
の
会
計
に
属
し
て
い
る
。

Ｑ
　
日
本
中
に
小
さ
な
水
道
事
業
者
が
あ

り
、
同
様
の
水
道
事
業
を
し
て
い
る
。
国

の
ほ
う
で
広
域
化
す
る
と
い
う
話
は
な
い

の
か
を
問
う
。

Ａ
　
今
後
小
さ
な
事
業
体
は
経
営
が
厳
し

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
厚
生
労
働
省
が

広
域
化
の
検
討
に
つ
い
て
通
知
を
行
っ
て

い
る
。
広
島
県
で
は
、
食
品
生
活
衛
生
課

が
主
体
と
な
り
、
水
道
事
業
の
推
進
会
議

を
立
ち
上
げ
県
内
の
事
業
体
を
集
め
、
広

域
化
の
検
討
を
し
て
い
る
。

●
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に

つ
い
て

　・
南
栄
下
白
石
線―

白
石
地
区
に
お

け
る
都
市
計
画
事
業
の
施
行
に
合
わ
せ

路
線
を
設
定

・
黒
川
18
号
線―

黒
川
三
丁
目
の
団
地

内
の
道
路
を
公
衆
用
道
路
と
し
て
市
道

認
定

・
立
戸
28
、
29
号
線―

立
戸
一
丁
目
団

地
内
の
道
路
を
公
衆
用
道
路
と
し
て
市

道
認
定

Ｑ
　
立
戸
28
号
線
に
つ
い
て
、
随
分
以
前

に
完
成
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に

な
っ
て
認
定
す
る
の
か
。
ま
た
、
所
有
権

は
い
つ
変
わ
っ
た
の
か
問
う
。

Ａ
　
民
間
に
よ
る
開
発
行
為
に
よ
り
生
じ

た
路
線
で
あ
り
、
平
成
４
年
６
月
に
、
本

市
へ
所
有
権
移
転
し
て
い
る
。
過
去
の
開

発
行
為
で
市
道
認
定
を
し
て
い
な
い
路
線

は
、
今
後
精
査
し
整
理
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
南
栄
下
白
石
線
は
、
終
点
の
位
置
を

30
メ
ー
ト
ル
延
伸
す
る
た
め
、
従
来
の
認

定
を
廃
止
し
、
新
規
認
定
を
す
る
。
終
点

の
地
番
が
替
わ
る
の
は
理
解
で
き
る
が
、

起
点
と
経
過
地
の
地
番
も
変
わ
っ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
問
う
。

Ａ
　
昭
和
50
年
代
に
市
内
の
全
路
線
を
廃

止
し
、
認
定
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
数
十

年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
当
時
の
地
番

か
ら
分
筆
や
合
筆
の
登
記
が
さ
れ
、
地
番

に
変
更
が
生
じ
て
い
る
。
位
置
や
規
模
は

同
じ
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
議
案
】

●
平
成
28
年
度
大
竹
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

※

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

　 

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決
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